
























































































































調査対象　小学校 3校の児童 924名，中学校 2
校の生徒 807名を対象とした（Table 1）。
調査時期　小学校は 2011年 10月下旬から 11




























































4年生 130 129 259
5年生 188 170 358
6年生 162 145 307
中学校
1年生 146 131 277
2年生 131 140 271
















「固定した関係欲求」が α ＝ .809，「内面共有
欲求」が α ＝ .826，「開かれた交流欲求」が α
＝ .734であった。中学生が「固定した関係欲求」

























いつも決まった友達と一緒にいたい。 .828 .023 －.048 .743 －.163 .032
休み時間や放課後に，友達といつも一緒に遊びたい。 .609 －.187 .242 .529 .139 .014
グループの仲間どうしで固まっていたい。 .801 .058 .012 .812 －.046 －.044
仲間だけにわかる言葉や秘密があるとうれしい。 .675 .162 －.074 .514 .134 .027
いつも一緒に行動している人が友達だ。 .803 －.063 －.055 .560 .039 .008
違う意見をだしあうことで，おたがいを高めあいたい。 .036 .736 .126 .085 .778 －.048
おたがいのちがいを認めあえる仲間がよい。 .004 .803 －.069 .026 .738 .008
考え方が違う人が刺激になる。 －.119 .757 .053 －.072 .698 .080
年齢や性別の違ういろいろな人と一緒にいたい。 .091 .670 －.049 .002 .548 －.044
秘密や悩みを友達にうちあける。 .047 .082 .855 .045 .001 .810
親に言えない心配ごとを友達に話す。 －.008 －.103 .877 .033 －.051 .853
自分の本当の気持ちを友達にうちあける。 －.039 .083 .828 －.054 .040 .885
α 係数 .809 .734 .826 .774 .886 .776
内面共有欲求 .383 .258




























も有意で（男子 F（5，874）＝ 2.70，p＜ .02，
女子 F（5，845）＝ 5.51，p＜ .0001），多重比
較の結果， 男子においては 6＝ 5＝ 2＜ 1年，






い得点を示し，また 4＝ 5＜ 6＝ 1＝ 2＝ 3年
であった。第 3因子「開かれた交流欲求」は，
性別，学年の主効果が有意であった。女子が有
意に高い得点を示し，また 6＝ 1＝ 2＜ 3年で






特に小学 4，5年生よりも小学 6年生，中学 1，
2，3年生で高いことが明らかになった。「開か
れた交流欲求」は女子の得点が男子と比較して




親和傾向 拒否不安 親和傾向 拒否不安
固定した関係欲求 .474 ＊＊＊ .464 ＊＊＊ .433 ＊＊＊ .454 ＊＊＊
内 面 共 有 欲 求 .460 ＊＊＊ .269 ＊＊＊ .495 ＊＊＊ .063 n.s.
開かれた交流欲求 .580 ＊＊＊ .312 ＊＊＊ .544 ＊＊＊ .099 n.s.
88 児童生徒の友人・仲間関係に対する欲求の検討（武蔵）
Table 4　友達関係形成欲求尺度の学年と性別の二要因分散分析結果
　 小学校 中学校 主効果 交互作用
　 4年生 5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 性差 F値 学年差 F値 F値
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